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し
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春

－１’一、ｊ〃

の
寺

曇
Ｉ

小品叩掃ｙ狼鴨弔い今刈

小ｓ型得心警小幸い幻

Ｉ

幸代

盲

。や創市柿矛穐
、

厄、

ｌｉ
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I噌露罷篭烈騒

神
昼

Ｆ１
－

Lｊｂ
Ｌ

グ

－、

１

／

／

涼
、
；
処

”
冴
龍
そ
ば

お
昼
時
は
、
い
つ
も
サ
ラ
リ
：
マ
ン
や
Ｏ

Ｌ
で
賑
わ
っ
て
い
る
そ
ば
処
。
美
味
し
い

と
定
評
の
あ
る
カ
レ
；
う
ど
ん
、
カ
レ
ー

そ
ば
の
他
、
お
そ
ば
定
食
、
い
な
り
定
食

も
好
評
。
お
座
敷
も
あ
り
、
宴
会
シ
‘
・
ズ

ン
臆
砕
》
よ
ｂ
つ
一
く
こ
い
。

回
中
央
区
下
山
手
通
４
‐
加
‐
理
鯉
川
筋
（
鯉

川
マ
ン
シ
ョ
ン
－
Ｆ
）
営
業
時
間
ｎ
時
〜
創
時

念
０
７
８
．
，
３
９
１
；
１
１
６
５

■

７

勺

一言一一＝■

界 龍そば

IＩ

”
；
釧
触
脇

ビ
ジ
ネ
ス
街
の
一
角
、
つ
る
庵
弁
当
、
つ

る
そ
ば
な
ど
の
酒
落
た
メ
ニ
ュ
ー
が
評
判

の
つ
る
庵
。

落
ち
つ
い
た
ム
ー
ド
の
店
内
も
手
打
ち
そ

ば
の
本
格
派
に
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
店
独

特
の
焼
酎
の
そ
ば
湯
わ
り
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

図
中
央
区
加
納
町
６
‐
６
‐
２
ハ
ニ
ー
ビ
ル
Ｂ
１

壷
０
７
８
‐
３
３
１
１
０
２
６
０

営
業
時
間
川
時
〜
釦
時

で雲！
桑
琴

誉

信
州
石
臼
挽
蕎
麦
粉
を
、
手
握
手
掴
に
し

た
自
家
製
の
味
は
ま
さ
に
本
格
派
。
風
流

な
竹
筒
の
器
に
盛
ら
れ
た
一
・
・
色
そ
ば
。
柚

子
き
り
、
け
し
き
り
、
出
舎
そ
ば
が
彩
り

も
美
し
く
人
気
が
あ
る
。
予
約
を
す
れ
ば

そ
ば
点
心
、
そ
ば
料
理
な
ど
も
。

ロ
中
央
区
加
納
町
３
‐
４
‐
ｍ
ｓ
３
９
２
‐
１
０

４
３
月
曜
休
Ⅱ
時
訓
分
〜
釦
時
中
休
み
仙

時
加
分
〜
拓
時
訓
分
（
日
曜
は
中
休
み
な
し
）

藤
酎
課
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〔

噌

：

Ｕ

〆

‘

回
中
央
区
元
町
一
番
街
山
側

念
０
７
８
‐
３
３
１
‐
１
４
８
２
．
３
４
６
０

火
曜
休

井
と
ミ
ニ
そ
ば
の
〃
ミ
ー
ー
・
シ
リ
ー
ズ
〃

（
８
５
０
円
）
が
好
評
だ
。

そ
ば
粉
は
本
場
信
州
も
の
、
だ
し
は
か
つ

お
を
始
め
、
多
種
使
用
。
美
味
し
さ
の
秘

密
は
こ
の
そ
ば
と
だ
し
の
組
み
合
せ
に
隠

さ
れ
て
い
る
。
天
井
と
ミ
ニ
そ
ば
、
か
つ

天
ぷ
ら
雄
一
診
ば

ま
つ
計

』

、

、

一

／
、

ヱーーーー‘鍵
う
ど
ん
嘩
一

本
場
サ
ヌ
キ
、
手
打
う
ど
ん
の
う
ど
ん
家

は
ｎ
月
型
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
。

使
用
し
て
い
る
小
麦
粉
と
か
つ
お
は
四
国

か
ら
直
接
取
り
寄
せ
た
も
の
だ
け
に
味
は

本
格
的
。
お
畳
は
サ
ー
ビ
ス
定
食
、
夜
は

お
で
ん
（
・
品
伽
円
〜
）
、
一
品
料
理
も

用
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

グ
ル
・
‐
プ
で
う
ど
ん
す
き
も
お
す
す
め
。

日
中
央
区
磯
上
通
８
‐
１
‐
３

冠
０
７
８
：
２
５
１
‐
９
８
５
４

営
業
時
間
Ⅱ
時
〜
鯉
時

刑
一
一
謹
圃
ご
鮒
一

へ
；
鍾
蒋
乱
、
壷

一
一
叩
吾
叙
．
．
画

》
誌
》
謝
蕊

震
袖
Ｌ
脚
の
そ
ば
好
き
に
古
く
か
ら
愛
さ
れ
、

お
昼
は
必
ず
こ
こ
と
い
う
フ
ァ
ン
も
多
い

本
場
の
合
鴨
を
使
っ
た
鴨
な
ん
ば
、
天
ぷ

ら
そ
ば
な
ど
老
舗
の
味
は
こ
た
え
ら
れ
な

い
。
元
町
一
番
街
の
本
店
の
ほ
か
西
店
も

あ
る
。
天
ぷ
ら
そ
ば
６
５
０
円
鴨
な
ん
ば

６
０
０
円
し
っ
ぽ
く
６
０
０
円

回
中
央
区
元
町
通
２
‐
６
；
６

冠
０
７
８
．
３
３
１
‐
１
４
８
２
火
躍
休

営
業
時
間
川
時
〜
即
時

’
１
’

四
姉
》
》
》
》

憂二5画璽・
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イ
ブ
の
夜
は
、
素
敵
な
お
酒
と
語
ら
い
を
…
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毒
一

Ｆ
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毎
幅
一
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DjXYbyDjW
神戸市中央区下山手通2 丁目1 1 - 5

ワシントンホテルＢ１Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ）３９２－４１７３

若い人々からアダルトな人々にも
フィットするミュージックラウンジ／
お手軽な値段でライブの楽唆さを。

Ｔｒ一
行
一

浦

砥＆

§▲
さ

『

神戸市中央区北長狭通1 - 5 - 9
ＴＥＬ(078)331-4143.5625

国際都市神戸の華やかさとゴージ
ャスさ、その中にホッとくつろげ
るスペースが、この店にはある。
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霞Ｒ

炭★Town☆

野
一Ｊ
ｌｉ，’恥

海
野
光
子
さ
ん
の
情
熱
的
な
演
出
に
よ
っ

て
、
今
年
も
十
月
十
七
日
（
土
）
の
午
後
六
時

半
か
ら
と
、
十
八
日
（
日
）
の
、
午
後
一
時
と

六
時
半
か
ら
、
二
日
間
に
わ
た
り
、
ご
存
知

の
粋
な
江
戸
の
世
話
物
「
源
氏
店
」
を
、
国

際
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
の
外
国
人
出
演
者

た
ち
が
、
見
事
な
演
技
を
披
露
し
て
、
喝
采

を
浴
び
た
。

第
一
部
は
、
昨
年
「
鳴
神
」
の
雲
の
絶
間

姫
を
演
じ
た
、
ハ
イ
ジ
．
Ｓ
・
ダ
ー
ー
ラ
グ

が
、
今
年
は
、
創
作
舞
踊
「
滝
に
立
つ
龍
女
」

を
、
「
鳴
神
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
モ
ダ
ン
ダ

ン
ス
化
し
た
作
品
。

角
ま
さ
ゆ
き
を
相
手
に
、
迫
力
あ
る
舞
台

を
見
せ
て
、
女
っ
ぽ
さ
の
加
っ
た
ハ
イ
ジ
の
魅

力
を
発
揮
し
た
が
、
一
児
の
母
と
な
っ
て
今
、

天
川
村
に
住
ん
で
い
る
。

第
二
部
の
「
源
氏
店
」
は
、
ア
メ
リ
カ
で

の
仕
事
を
休
ん
で
帰
神
し
た
、
ロ
ス
・
ラ
ム

ジ
ィ
・
グ
リ
ャ
の
与
三
郎
。

こ
の
与
三
郎
が
外
国
人
と
は
ご
存
知
あ
る

め
え
と
、
い
い
た
く
な
る
よ
う
な
水
も
滴
た

る
い
い
男
。
「
知
ら
ざ
あ
い
っ
て
聞
か
せ
や

し
よ
う
」
の
下
り
は
、
ま
こ
と
に
堂
々
た
る

も
の
。
お
富
の
キ
ャ
ロ
リ
ン
・
ホ
ー
ラ
ン
ド

も
、
十
年
ぶ
り
の
出
演
だ
が
、
め
り
は
り
の

き
い
た
落
ち
つ
い
た
口
跡
で
、
夏
休
み
の
間
、

二
児
の
子
連
れ
で
御
影
の
実
家
に
帰
っ
て
の

猛
稽
古
の
成
果
充
分
。

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
は
、
カ
ナ
デ
ィ

ァ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
十
年
生
。
今
回
は
幅
幅

安
を
演
じ
て
長
足
の
進
歩
、
一
番
難
し
い
役

ど
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
好
演
。
多
佐
衛
門
は
ポ
ー

ル
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
。
只
今
、
日
本
語
の
勉

強
の
た
め
来
日
中
。
十
年
ぶ
り
に
出
演
し
、

鮮
や
か
な
も
の
。

た
だ
一
人
の
日
本
人
、
白
数
元
伸
は
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ィ
の
九
年
生
。

昨
年
の
黒
雲
坊
の
名
演
技
も
楽
し
か
っ
た

が
、
藤
八
の
滑
稽
味
は
何
と
も
お
か
し
く
独

特
。
お
よ
し
の
ス
ザ
ン
ヌ
・
ウ
ェ
グ
ミ
ュ
ラ

ー
は
、
も
と
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
生

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
株
式
会
社
協
賛

●
第
４
回
国
際
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
公
演
よ
り

〃
知
ら
ざ
あ
一
一
一
一
口
っ
て

聞
か
せ
や
し
よ
う
″

声

届

腿:壁

４

刀

写Ｉ

右はロスのかっこいい与三郎。左上と下は名場面、お宮と与三郎に大向うから“大当り. ／”
これが本当に外国人なのかと疑いたくなるような舞台でした。

一一兎
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三
ｔ弓蕊

、

蝿= 琶鴨
一

一
戸
９戸

』

証

●

$

可

,Ｗｔ

出
，』

録

で
初
出
演
。
権
助
の
エ
イ
ビ
ン
・
ユ
ー
ト
ン

も
カ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
ア
カ
デ
ミ
ィ
の
十
二
年
生
。

学
校
で
「
比
較
文
化
人
類
学
」
の
ク
ラ
ス
で

歌
舜
伎
を
と
り
あ
げ
、
虜
に
な
っ
て
出
演
し
、

下
駄
ス
タ
イ
ル
よ
ろ
し
く
舞
台
を
務
め
た
。

今
凹
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
卯
群
株
式
会
社
の

協
力
を
は
じ
め
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神

戸
と
神
戸
東
の
応
援
や
、
Ｕ
の
会
の
会
員
さ

ん
た
ち
等
、
ユ
ニ
ー
ク
な
人
々
が
会
場
を
埋

め
、
外
国
人
出
演
者
に
、
〃
待
っ
て
ま
し
た
１
．
“

と
掛
声
も
威
勢
よ
く
声
援
し
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
に
挑
む
外
国
人
た
ち
と

の
国
際
交
流
は
、
今
こ
そ
大
切
な
時
と
海
野

光
子
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
支
え
ら
れ
て
、
国
際

交
流
《
座
の
幕
は
降
り
た
。

上はジョンの幅幅安とのユーモラスなからみ。
上中は堂々とお宮のキャロリンと白数君の藤八。
上右中は初舞台のおよし役のスザンヌ。
花束を手にした海野先生と一緒に伽] ; ﾘ で乾杯.／

言滝

1 湧

手
舜 諺ロ

一
宇

》
ｉ
鵬

一一

､に

一一一
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デザートからお食事まで－喫茶工イト

明るい陽差しの中、くつろぎの時間が広がります。

可

☆☆☆
ボートビアブラザの☆☆☆
☆シーサイド･ ショッピング

今､ ポートビアブラザは
ファッションライフ

焼｡ き･ た｡ て召し上れ

コーヒーは本格
炭焼コーヒー。
ランチ、軽食メ
ニューも豊富で
す。
▼本誌ご持参の方
は、コーヒーご注
文でチョコレート
ケーキをサービス。
回云3 0 3 - 3 5 5 8
無休８: 0 0 ～1 8 : 0 ０

今度はあなたが
プロデューサー

パン＆パスターk u p u k u p u ( クプクプ〉

焼きたてのパンがたつくさん。テイクアウトはも
ちろん、サラダ
やパスタと－緒
にその場でお召
し上りいただけ
ます。
▽本誌ご持参の方
には、お好きなパ
ン1 0 0 円分プレゼン
ト。
■壷3 0 3 - 1 8 3 1
火曜休１０: 0 0 ～
１９:００

ー

匡劉’
一
．

、

l撰嘩鐸'~~一~一蕊

ノ

、由
､

安らぎがここにある

、
Ｉ
『

塗＝』聖

昭
一
一
一
『
●
の
『
手

画
一
児

呈
堅
一

ぷ
謙蕊蕊識f 霞⑥

ぷ

１
戸戸

瓢
舞穿
. . ＝
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－スポーツクラブＮＡＳポートピア

三段階プールを完備して、ダイビングスクールも
大人気。３月まではキャンペーン実施中です。

●お問合せ･お甲込みは．…････…..･･･､,..‘,..､.･･、

早瀬鴬蕊云０６(344)2161

フィーリングは" うどん' ，
うどんれすとらん－あこや亭ブラザ店

鍋物がうれしい季節。うどんは4 5 0 円から、鍋物

宙

Ｆ期間中、本誌ご持参

ステーキハウスー神戸すて－き桜井

シェフの心が伝わり、お客様の心がふれ合います。

(ま26 0 0円から。
宴会・パーティ
（２～4 0 0 名) の
予約も承ってお
ります。
▼本誌ご持参の方
には1 0 0 0 円以上
飲食の方に2 0 0 円
のお食事券をプレ
ゼント。
国念3 0 3 - 3 2 3 2
無休１１: 0 0～2 2 :００

事粟主･ 貸主亭疑主･ 貸主
ｕｎ大臣L§'ＨｍＩｑ

Ａ登識聯ｉｌ綴議t ④株式会社大林組
大霞支野干郵大晦市北区堂呂1 - 1 = ５１門田所週ﾋ ﾙ 4 鴎, 本店/ 〒郭大隆市寅区荒揖3Ｔ目3 7 面惣回0 5 ( 9 q l l 3 1 に聞髭企西踏p O 6駆り2 1 6 1和

事興主- 貸主 亭其主･ 貸主
ｌＥｎ大臣I ﾖ 栖説q I l A 1 日ｴ ｺ u ■杜毛協食さＲ ＩＥ蚊大艮『2,頭〃164号

夫三菱商事株式会社Q l B l I l 鉄商事株式会社
大阪支祉ﾉ 〒5 3 0 大隔市北区武風測= １画５ 本Ｗ〒望0 大匝市北区小峻原町2 . 4 . 大阻冨囚生命ﾋ ﾙ )

、6 1 3岨i E m 4 1グｲ ﾔ 0ルイン, 宮碗【3 1 5 ) 4 ] 7３（グイヤルィン】

2１

海
匿
麺

菩ボートビアブ弓ザ商業施設

iＩ
L日

本格派ステーキ
とワインを、お
気軽にご賞味く
ださい。
▼本誌ご持参の方
にオリジナルワイ
ンをサービス｡ ( ラ
ンチ･ グラスディ
ナー･ ボトル）
■念303-3901
無休１１:30～14 : 3０

１７:００～21：３０

ショールーム･ オフィスに最適

図全体揮要･ 名称／ポートビアプラザシヨリピングセンター･ 所在地／神戸市中央区港
島中可６丁目１４稀●交通／ポートアイランド錦｢ 市民広場｣ 駅より徒歩３分①施設廷床面碩
／6 . 7 2 9 . 2 7 ㎡●構造・規模／鉄骨鉄筋コンクリート造2 5 階述のー部及び鉄筋コンクリート
造２階建・建物完成済｡ 即入居可●敷地面澗( 全体) / 3 1 , 5 0 1 . 5 8 ㎡●設計監理／三蕊地所株
式会社●施工／株式会社大林組●総区画数／2 7 区蜘●保証金/ 1 階･ ２階1 2 1 , 0 0 O F I / ㎡｡ 共
益費/ ( 月額) 7 0 0 円/ ㎡~ 1 . 2 2 0 円/ ㎡

お酒落に､ ホットに、
ショールーム・オフィスゾーン
飲食ゾーン

２区画( 1 2 6 , 1 . 2 9 0㎡分割可）
２区画８８市。６０ｍ
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一語墨

" 夢にカタチ､ 空間にいのち' ，住まいの総合サービス 夢にカタテ空川にL , の? 】

_ §L =～一‘

鯉蕊蕊謹羅霧蕊蕊調 SlilS[|WＡ神戸ハウジング･ センター開設譲議蕊蕊議議鶴店

４亀 グーーーー

左上／牧野秀樹鳳本生命神戸西支社長の音頭により乾杯中上／( 左より) 豊1 1 : i 康雄新唾和不動産常務取締役､ 佐分祈堪和不肋唯商品企画室長､ 嶋
田勝次神戸大学教授、牧野支社長、油長瀬稔新野Ⅱ不m I I 唯取締役神戸総合群業所長、高桑日本生命鈴剛台営業部長右上／ポラール２号館外観
左下・中下・右下／ポラール２号館１，２階にある. ‘神戸ハウジング･ センター. . 。資料も豊富で､ ｒ住いと生活Ｊの怖報広場として使用。

４

ｍｅｓｓａ９ｅｌＴｏｍＳＥｌＷＡＤＡ１

■さい新きとん雄め音棚神が罪 . みンぃたこ I 1 i 1 i う同虻ノＪ活始サ２１を不二生千Ｍ
W 騨侮鮎鮮樫撫劉鰯綿神純樫輔貌：蝋雌蕊＃↑淵剛１１館蛎期雌街合一、こ連た、生挙を勤街のクいこいの附き, , ごな仲ス附現〃がシた台い年『ｌｊ
へ区ジ待和づにとまの合ｃな命救述産に開タおこ住地か－１１うが介、設地神、ヨび二う初北
５鳴ンし不< 統述す狼向鹸ご神授べのし設ｌノＪに宅がれ開２１とり、噌しのノガ従ン、ユ成分区：環た動りきくま卿' 治後や派のた豊てにと添お街、、設' ' いの注改たボハまをよ’熟縦鈴一｜セい産を、、す台会にかI ﾉ I i 祝。Ｈ１いよもの住に今一司披にう深文築。ラウい図り夕し以剛
７１７ン･ の砿今締大を長住に支僻統康きり肯賜ま収で当蕗はもい建、住｜ジのろ住ウた米台
０１タこ極度め切私の氏ハ社のぃ雄た、う物ぃ長は初ハ、の部築リ宅ルン総う腿ン街、へ
７２１れ的はくにた大代１長後て常い今べでのしこ、Ｉ間・分等フの２グ合ととーとも雌２ かに．| こく育ちl ｣ ｌ炎テの、I 鳴務Ｌ以きす皆まん砂テ係に、オア丹・‐1 ナ、の。なうド１１ポ

灘i I I 廃鯛ビル灘I 燃肖脇i 【撫醗輔鴇』淵兇賑劃さラ

ル、てと。い郷さて進の秀次役新住七まあ。素よが化１Ｗ生を１１タス和ユＩｌ３に

眉
』
■
■

■

[~;胃1需
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〆

H A K U H ●D●
白雪堂

米国宝石学会鑑定鑑別士( ＧＩ･ A ･ G . G ) 大野治代他2 名
■六甲店
〒6 5 7 ネ炉市灘区篠原中町１丁目2 番4 号
冠0 7 8 ( 8 8 1 ) 6 0 0Ｏ阪急六甲駅西3 0 0 m /駐車場完備
圏みかIﾅｦ苫(ジｭｴﾘ ｰ &プﾃｨ ｯ ｸ）
〒658神戸市東雛画卸彬中町1丁目17稲3号
公0 7 8 ( 8 4 3 ) 4 1 0 0 阪神みかけ駅北/駐求蝿完備
図ラポルテ芦屋店
〒6 5 9 芦屋市船戸町4 番1 - 1 2 9 号
、．0797<22)8800JRj無;駅liiI北ﾗポﾙﾃｱ混１Ｆ
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０
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１
０
０
０
０
岨
時
ｌ

妬
日
（
金
）
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ジ
ェ
リ
ー
伊
藤
ほ
か

￥
１
５
０
０
０
肥
時
ｌ

妬
日
（
土
）
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ

￥
２
６
０
０
０
１
部
Ⅳ
時
Ｉ
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放
型
飼
育
舎
で
な
い
と
、
仲
々
見
て
く
れ
な
く

た
の
だ
。
児
童
に
か
け
寄
り
、
あ
と
を
追
う
よ

た
ち
を
ほ
ん
と
う
に
好
ん
で
い
る
の
だ
。

声
に
背
の
び
す
る
カ
ワ
ウ
ソ
】

【
児
童
の

う
な
動
物

な
っ
て
き

て
、
よ
く
動
き
、
人
間
に
近
寄
っ
て
く
れ
る
と
い
う
ア
ッ

プ
で
見
る
テ
レ
ビ
の
主
人
公
的
な
ふ
れ
合
い
を
動
物
園
で

求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
は
、
あ
の
人
工
育
ち
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
を
抱
い

て
下
さ
っ
た
児
童
の
歓
声
が
な
つ
か
し
い
。
い
く
ら
小
さ

く
と
も
、
格
子
オ
リ
で
は
な
く
、
堀
で
囲
っ
た
直
接
姿
が

見
え
る
開
放
型
飼
育
舎
で
な
い
と
、
仲
々
見
て
く
れ
な
く

近
頃
、
人
気
動
物
が
少
々
変
わ
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
、
入
園
者
の
人
だ
か
り
や
、
児
童
の
写
生
会
に

も
見
ら
れ
る
。

ゾ
ウ
、
カ
バ
、
キ
リ
ン
、
シ
マ
ウ
マ
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
な

ど
は
順
当
だ
が
、
あ
の
不
動
だ
っ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ゴ

リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
人
気
が
今
ひ
と
つ
低
調
な
の

は
何
故
だ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
で
見
る
、
仔
細
な
動
物
た
ち
の
映
像
を
見
て
育

っ
て
き
た
現
代
の
児
童
は
ま
さ
に
新
人
類
的
感
覚
で
動
物

園
を
見
て
い
る
の
だ
。
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
も
う
鉄
格

１
１１９
１

L ｣

や

子
に
金
網
張

り
と
い
う
オ

ヂ
リ
の
中
を
、

施
し
つ
か
り

い隼
と
、
の
ぞ
き

に
こ
む
こ
と
を

堕
し
て
下
さ
ら

も癖
な
く
な
っ
て

洞
き
て
い
る
。

手
に
と
る

よ
う
に
見
え

そ
こ
で
、
い
ま
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
人
気
動
物
た
ち
を
押
さ

え
て
第
一
人
者
に
の
し
上
っ
て
き
た
の
が
、
あ
の
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
カ
ワ
ウ
ソ
君
た
ち
で
あ
る
。

「
ま
た
ま
た
、
水
族
館
の
ラ
ッ
コ
を
え
ら
い
意
識
し
て
は

る
」
と
言
わ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
小
さ
な
新
人
類
君
達

は
、
確
か
に
ペ
ン
ギ
ン
池
と
カ
ワ
ウ
ソ
池
に
足
を
止
め
喜

び
の
歓
声
を
上
げ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
う
れ
し
い
。

「
あ
っ
先
生
、
ラ
ッ
コ
や
、
い
や
ち
が
う
、
カ
ワ
ウ
ソ
や
て
」

と
騒
い
で
い
る
児
童
達
に
、
わ
ざ
わ
ざ
カ
ワ
ウ
ソ
二
頭

が
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
近
づ
い
て
き
て
は
、

ひ
よ
い
。
上
手
に
立
上
っ
て
辺
り
を
見
回
す
、
そ
の
可

愛
さ
。
ほ
ん
と
に
一
級
品
だ
。

「
は
Ｉ
い
行
き
ま
’
す
」

動
き
だ
し
た
先
生
と
児
童
に
つ
い
て
歩
き
、
ま
た
ま

た
、
ひ
よ
い
／
背
の
び
し
て
は
遠
ざ
か
る
児
童
を
見
送

っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

な
る
程
、
こ
れ
が
人
気
の
秘
密
。
や
は
り
、
よ
び
か
け

た
声
に
近
寄
り
、
あ
と
を
追
う
と
い
う
意
志
の
疎
通
に
大

喜
び
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ゾ
ウ
も
、
キ
リ
ン
も
、
シ
マ
ウ
マ
も
、
児
童
た
ち
の
動
き

を
よ
く
追
っ
て
い
る
こ
と
は
お
気
づ
き
の
こ
と
だ
と
思
う

【
カ
ワ
ウ
ソ
の
こ
と
】

カ
ワ
ウ
ソ
も
ラ
ッ
コ
も
イ
タ
チ
科
の
仲
間
。

カ
ワ
ウ
ソ
は
淡
水
生
活
だ
が
、
時
に
は
山
岳
地
帯
か
ら

海
へ
の
河
口
に
ま
で
姿
を
現
す
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
が
海
上
生
活
へ
と
な
っ
て
、
も
う
陸
に
は
殆
ど
上

ら
な
く
な
っ
た
の
が
ラ
ッ
コ
な
の
だ
。
水
族
館
で
見
る
ラ

ッ
コ
が
陸
を
歩
く
こ
と
は
殆
ど
な
い
こ
と
で
も
お
分
か
り

の
は
ず
。

そ
の
生
活
ぶ
り
か
ら
い
え
ば
、
カ
ワ
ウ
ソ
の
方
が
は
る

か
に
優
れ
て
い
る
。
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１
２
１
０１

せ
、
た
た
き
割
る
の
で
は
な
い
の
だ
。

な
ん
と
か
こ
の
カ
ワ
ウ
ソ
に
も
貝
削

り
を
さ
せ
よ
う
で
は
な
い
か
。

早
速
、
ハ
マ
グ
リ
や
カ
ニ
、
イ
カ
を

与
え
て
み
た
ら
、
ど
れ
も
が
好
物
と
見

え
て
、
定
食
の
ド
ジ
ョ
ウ
に
は
目
も
く

れ
ず
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ハ
マ
グ
リ

を
手
に
持
っ
た
。

よ
く
見
る
と
片
手
で
は
握
っ
て
い
な

い
。
両
手
を
器
用
に
広
げ
狙
い
定
め
て

さ
っ
と
潜
る
と
、
大
き
な
貝
を
両
手
に

重
そ
う
に
、
抱
い
て
上
っ
て
き
た
。
カ

リ
、
カ
リ
、
カ
リ
。
水
面
に
浮
ん
で
そ

の
ま
ま
食
べ
よ
う
と
し
た
が
、
咳
ん
で

も
あ
か
ん
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
し
い
。

く
わ
え
た
具
を
ブ
ル
ン
、
ブ
ル
ン
。
横

に
ふ
り
回
し
な
が
ら
岩
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
壁
に
向
っ
て
投
げ
つ
け
た
で
は
な

い
か
。
カ
チ
ー
ン
と
割
れ
た
そ
の
具
を

拾
っ
て
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
の
だ
。

な
に
せ
、
好
奇
心
の
旺
盛
な
こ
と
、

い
や
動
物
界
の
ヤ
ジ
ウ
マ
の
筆
頭
の
カ
ワ
ウ
ソ
は
、
風
に

舞
い
落
ち
て
き
た
木
の
葉
に
さ
え
手
を
だ
す
。
園
児
の
お

喋
り
と
背
お
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
彼
等
の
好
奇
心
を

あ
お
り
た
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
手
ぶ
ら
の
遠
足
よ
り
も
フ

ウ
セ
ン
な
ど
手
に
し
た
低
学
年
の
児
童
た
ち
に
こ
と
の
ほ

か
愛
婿
を
ふ
り
ま
く
。
あ
れ
あ
れ
、
ま
た
ぞ
ろ
、
一
言
－
。

背
の
び
し
て
の
ぞ
き
こ
ん
で
き
た
。
そ
の
時
、
あ
の
長
い

ヒ
ゲ
が
開
い
た
り
す
ぼ
ん
だ
り
す
る
の
で
あ
る
。

今
、
動
物
園
で
は
カ
ワ
ウ
ソ
の
背
の
び
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
ぞ
／

水
中
で
は
、
し
な
や
か
な
体
と
丸
く
長
い
尾
を
ま
る
で

ウ
ナ
ギ
の
よ
う
に
使
っ
て
泳
ぐ
。
ひ
ょ
い
と
陸
に
上
っ
て

も
体
を
地
上
に
低
め
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
敏
捷
に
穴
を
く
ぐ

り
、
岩
場
を
と
び
こ
え
る
。

確
か
に
カ
ワ
ウ
ソ
ぐ
ら
い
水
陸
両
用
の
生
活
に
適
し
た

動
物
は
い
な
い
。

【
あ
っ
、
仰
向
け
に
浮
い
た
ぞ
／
】

「
あ
っ
、
カ
ワ
ウ
ソ
が
仰
向
け
に
浮
い
て
る
」

そ
れ
ほ
ど
ま
で
お
ど
ろ
か
な
い
で
頂
き
た
い
。
何
も
ラ

ッ
コ
だ
け
が
仰
向
け
に
泳
ぎ
、
カ
チ
カ
チ
と
胸
に
貝
を
の

守

｡
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束の間の安息の場を…

さわやかメロテL f -
新発売

秒キザミに適進している昨今、本当の心
の安息を求めると…心などませる音楽、

としつ

そして、トイレの独室l こたどりつきます。
昔なつかしいオルゴールの調べを現代風
にアレンジした" さわやかメロディー" は
トイレットペーパーのローレット部分に
組み込まれ、ペーパーを引っ張る度にメ
ロディーが流れてきます。

さわやかメロディー
販売促進本部長

定松孝子

ハイセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

鷲
堂

三恵洋服店
神戸･元町４丁目金( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
１２２
１

す
ぎ
た
。
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
辿
り
着
か
な
い
。
神
戸
の
女
性
は

一
番
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
。
そ
う
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
し

か
し
今
日
の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
も
神
戸
ら
し
い
ね
。
あ
あ
い
う

メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
の
は
東
京
に
は
な
い
。
東
京
は
、
ワ
ァ
ー
と
集

ま
っ
て
何
の
趣
向
も
な
し
で
、
フ
ァ
ー
と
消
え
て
ゆ
く
か
ら
ね
。

ノ
コ
た
ま
た
ま
満
ち
ゃ
ん
の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
日
も
生
放

送
が
あ
っ
て
、
今
夜
は
新
井
満
に
会
い
に
行
く
ん
だ
っ
て
言
っ
た

ら
、
相
手
の
安
達
治
彦
が
〃
あ
っ
神
戸
電
通
の
〃
っ
て
言
っ
た

の
。
や
っ
ぱ
り
神
戸
の
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ね
。
東
京
電

通
じ
ゃ
売
れ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
（
笑
）
。

新
井
（
笑
）
た
ま
た
ま
、
僕
も
そ
の
放
送
を
聞
い
て
い
た
ん
だ

よ
ね
。
プ
レ
ス
リ
ー
の
〃
ア
ー
・
ユ
ー
・
ロ
ン
サ
ム
・
ト
ウ
ナ
イ

ト
″
を
流
し
て
て
、
安
達
さ
ん
に
〃
今
夜
は
一
人
″
っ
て
言
わ
れ

た
ろ
。

●

ノ
コ
違
う
。
ノ
コ
は
今
夜
も
一
人
だ
な
ん
て
言
っ
た
の
。

新
井
失
礼
な
人
だ
ね
。
今
夜
に
限
っ
て
一
人
か
つ
て
言
う
な
ら

わ
か
る
け
ど
。

ノ
．
正
し
い
日
本
語
っ
て
い
う
の
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
か
ら

ね
（
笑
）
。
教
え
る
の
に
苦
労
す
る
ん
だ
よ
。

新
井
で
、
今
夜
も
一
人
っ
て
聞
か
れ
て
、
良
か
っ
た
ね
え
。
た

ま
た
ま
予
定
が
入
っ
て
て
（
笑
）
。

ノ
コ
（
笑
）
そ
う
だ
ね
。
本
当
は
す
ご
く
時
間
が
押
し
て
た

の
。
巻
き
で
行
っ
て
下
さ
い
っ
て
言
わ
れ
て
た
の
。
だ
か
ら
、
新

９

｡

電
通
マ
ン
と
し
て
の
本
業
は
も
ち
ろ
ん
、
〃
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の

と
き
め
き
〃
の
大
ヒ
ッ
ト
。
芥
川
賞
に
３
期
連
続
ノ
ミ
ネ
ー
ト
と
、

多
才
ぶ
り
を
発
揮
す
る
新
井
満
さ
ん
。
華
麗
な
る
男
の
シ
リ
ー
ズ

を
締
め
く
く
る
、
ノ
コ
さ
ん
と
満
さ
ん
の
〃
今
夜
は
二
人
″
対
談

で
す
。

☆
や
っ
ぱ
り
神
戸
の
女
は
良
い
ノ

ノ
コ
今
日
、
久
し
ぶ
り
に
〃
月
山
″
を
聞
い
た
け
ど
、
「
月
山
」

を
出
し
た
の
い
つ
だ
っ
た
つ
け
？

新
井
拓
年
だ
よ
。

ノ
コ
ｎ
年
も
前
／
・

新
井
月
日
だ
ね
え
。
若
か
っ
た
け
ど
ね
、
あ
の
頃
は
。

ノ
コ
だ
い
た
い
、
最
初
知
り
合
っ
た
の
は
「
月
山
」
の
レ
コ
ー

ド
を
出
し
た
か
ら
、
番
組
で
か
け
て
く
れ
っ
て
い
う
売
り
込
み
だ

っ
た
ん
だ
よ
。

新
井
拓
年
が
組
曲
〃
月
山
〃
。
”
年
が
〃
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
の
と

き
め
き
〃
。

ノ
．
す
ご
い
ヒ
ッ
ト
歌
手
な
ん
だ
よ
ね
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、

新
井
い
え
い
え
。
短
か
い
歌
手
活
動
で
し
た
（
笑
）
。

ノ
コ
で
も
、
神
戸
に
居
て
、
い
い
歌
が
い
っ
ぱ
い
出
来
た
も
ん

ね
。
異
人
館
の
あ
た
り
の
歌
も
あ
っ
た
し
、
新
井
満
に
と
っ
て
、

神
戸
と
い
う
の
は
す
ご
い
存
在
だ
ね
。
女
も
き
れ
い
だ
ろ
。

新
井
女
は
、
お
世
辞
じ
ゃ
な
く
て
そ
う
だ
ね
。
大
阪
の
女
性
は

気
が
短
か
す
ぎ
る
ん
だ
ね
。
逆
に
京
都
の
女
性
は
も
の
す
ご
く
長

小山乃里子の
華麗癒る男のｲﾝﾀピｭｰ

芥
川
賞
は

体
力
勝
負
で
す
別

新
井
満
八
作
家
ｖ

■
最
終
回
■
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｢ 野間文芸新人賞が嬉しかったね」と新井満さん
隙

″
実
は
．
：
″
っ
て
言
う
ん
で
す
ね
。
〃
実
は
″
で
始
ま
っ
て
、
あ
ん

ま
り
良
い
こ
と
は
な
い
で
す
。
該
当
者
な
し
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
。
二
度
目
は
浅
草
の
居
酒
屋
で
待
っ
て
た
ん
で
す
。
一
回
目
は

偶
然
だ
と
思
う
け
ど
、
一
一
回
目
に
な
る
と
、
も
し
か
し
た
ら
、
と

い
う
気
に
な
る
で
し
ょ
う
。
僕
の
好
き
な
軍
母
』
と
い
う
作
品
だ

っ
た
し
間
が
良
い
と
い
う
か
悪
い
と
い
う
か
、
博
報
堂
の
逢
坂
剛

さ
ん
が
直
木
賞
候
補
で
、
競
り
合
い
み
た
い
な
事
を
言
わ
れ
た
わ

け
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
紙
が
ま
た
書
き
た
て
る
わ
け
で
す
。
こ
の
時

も
時
間
が
か
か
っ
て
、
８
時
半
ぐ
ら
い
に
電
話
が
か
か
っ
て
き

て
、
ま
た
該
当
者
な
し
。
三
度
目
の
『
ヴ
ェ
ク
サ
シ
オ
ン
』
は
、

い
ろ
ん
な
人
が
「
本
命
で
す
よ
」
と
か
あ
ま
り
言
う
も
ん
だ
か

ら
、
い
よ
い
よ
〃
も
し
か
し
た
ら
″
と
い
う
気
分
に
な
っ
て
き

て
、
も
う
い
た
た
ま
れ
な
い
か
ら
、
今
度
は
映
画
で
も
見
て
い
よ

う
と
思
っ
た
。
ポ
ル
ノ
な
ん
て
見
て
い
た
ら
、
も
し
も
の
時
に
ヤ

バ
イ
か
ら
（
笑
）
高
野
悦
子
さ
ん
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
岩
波
ホ

ー
ル
に
行
っ
て
待
機
し
て
い
た
。
そ
れ
が
暗
い
映
画
で
ね
。
映
画

の
最
中
に
結
果
が
わ
か
る
と
い
う
計
算
だ
っ
た
の
に
、
連
絡
が
来

な
い
う
ち
に
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
（
笑
）
。
隣
の
中
ホ
ー
ル
に
は
、
す

鷲.、

蝿謬騨謬蝦必、
○

井
満
が
ど
ん
な
に
良
い
男
か
つ
て
言
う
時
間
が
な
か
っ
た
。
悪
か

っ
た
ね
。
本
人
が
聞
い
て
い
る
と
知
っ
て
い
た
ら
、
最
大
級
の
誉

め
言
葉
を
言
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
（
笑
）
。

新
井
タ
ク
シ
ー
の
中
で
叫
ん
だ
ん
だ
よ
（
笑
）
。
奥
さ
ん
連
れ
て

る
け
ど
、
そ
れ
で
も
い
い
か
っ
て
（
笑
）
。

☆
僕
は
コ
ン
セ
プ
ト
作
家
で
す
。

ノ
コ
芥
川
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
感
想
は
？

新
井
芥
川
賞
は
体
力
で
す
ね
（
笑
）
。
３
回
ま
で
は
努
力
し
ま
し

た
が
、
４
回
目
ま
で
体
力
が
続
く
か
ど
う
か
自
信
な
い
な
あ
。

ノ
コ
選
考
日
に
は
、
み
ん
な
落
ち
着
か
ず
に
待
っ
て
い
た
と
か

よ
く
書
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

新
井
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
家
に
待
機
さ
せ
て
お
い
て
、
決
ま
っ
た
ら

「
本
当
に
あ
な
た
は
こ
の
授
賞
を
受
け
ま
す
か
」
と
い
う
確
認
を

す
る
ん
で
す
ね
。
日
本
文
学
振
興
会
が
聞
い
て
く
る
か
ら
、
居
場

所
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
回
目
は
会

社
に
居
た
。
７
時
半
ぐ
ら
い
に
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
５
時
す

ぎ
か
ら
記
者
の
人
が
集
ま
り
始
め
て
、
鋤
人
程
に
な
っ
た
。
結
局

８
時
頃
に
電
話
が
入
っ
て
、
あ
れ
は
最
初
で
わ
か
り
ま
す
ね
。
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で
に
卵
人
ぐ
ら
い
の
記
者
の
人
々
が
待
機
し
て
い
る
ん
で
す
。
９

時
す
ぎ
に
電
話
が
入
っ
て
〃
最
後
ま
で
競
り
合
い
ま
し
た
が
ダ
メ

で
し
た
″
と
い
う
結
果
で
し
た
。
７
月
肥
日
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
み
た
い
な
日
で
し
た
。
あ
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
、
僕
の

生
涯
で
も
ち
ょ
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ノ
コ
で
も
今
回
『
ヴ
ェ
ク
サ
シ
オ
ン
』
は
野
間
文
芸
賞
を
と
っ

た
じ
ゃ
な
い
。

新
井
野
間
文
芸
新
人
賞
知
っ
て
た
？

露
議
蝉
騒
鐸
騨
識
蟻
鍵
鰯
鎮
騨
鶴
・
患

ノ
コ
の
一
言
何
か
す
る
や
つ
だ
と
は
思
っ
て
い
た
。
た
だ
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
。
神
戸
に
は
芥
川
賞
、
直
木
賞
、
安
井
賞
、
い
ろ
ん
な
先
生
が
い
る
。
友
だ
ち
に

芥
川
覚
作
家
が
い
て
も
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
。
新
井
満
、
頑
張
れ
／

ｌ
と
い
う
わ
け
で
、
華
班
な
る
男
の
イ
ン
タ
ビ
雲
１
、
新
井
満
さ
ん
で
打
止
め
。
も

う
そ
ろ
そ
ろ
俺
の
所
に
、
と
思
っ
て
い
た
皆
さ
ん
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
。

論
家
の
先
生
方
で
、
あ
の
賞
を
貰
う
と
、
プ
ロ
作
家
と
し
て
の
実

力
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

ノ
コ
当
然
、
４
回
目
狙
う
の
？

新
井
芥
川
賞
は
応
募
出
来
な
い
ん
で
す
よ
。

ノ
コ
つ
ま
り
、
狙
う
と
い
う
の
は
、
作
品
を
書
き
続
け
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
井
は
い
、
書
き
続
け
ま
す
。

ノ
コ
陳
舜
臣
さ
ん
は
直
木
賞
、
お
聖
さ
ん
は
芥
川
賞
、
筒
井
康

ノ
コ
知
っ
て
る

よ
。
新
聞
記
事
な

ん
か
に
は
、
あ
ま

り
デ
ッ
カ
ク
出
な

い
け
ど
ね
。

が
新
井
野
間
文
芸

壷
新
人
賞
作
家
の
先

唖
輩
と
し
て
は
、
村

つ韮
上
龍
が
芥
川
賞
の

”
２
年
後
に
「
コ
イ

型
ン
ロ
ッ
カ
ー
ベ
ピ

蔀
－
』
で
、
村
上
春

今
樹
が
『
羊
を
め
ぐ

る
冒
険
』
で
貰
っ

て
い
る
。
ま
あ
、

あ
の
選
考
委
員
は

点
が
厳
し
い
こ
と

で
有
名
な
文
芸
評

４
１
２
１
１

隆
さ
ん
は
谷
崎
賞
だ
し
す
ご
い
よ
ね
。
眉
村
卓
さ
ん
が
泉
鏡
花
賞

を
も
ら
っ
た
時
、
す
ご
く
喜
こ
ん
で
い
た
し
…
…
、
関
西
に
も
偉

い
先
生
が
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ
。
何
か
書
き
た
い
ネ
タ
は
あ
る

の
。新

井
最
初
に
書
い
た
『
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ピ
ー
チ
・
ホ
テ
ル
』
は

環
境
問
題
小
説
だ
っ
た
。
次
の
『
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ス
テ
ー
ト
・
ヒ

ル
』
は
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
の
崩
壊
を
テ
Ｉ
マ
に
し
た
。
『
毎
』
と

『
ヴ
ェ
ク
サ
シ
オ
ン
』
は
、
生
命
の
断
絶
と
連
続
性
に
つ
い
て
書

い
た
つ
も
り
。
結
構
、
僕
は
コ
ン
セ
プ
ト
作
家
ら
し
い
ん
で
す
。

い
ま
こ
の
惑
星
で
は
、
ど
う
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
か
、
と
い
う

こ
と
か
ら
書
い
て
い
く
タ
イ
プ
み
た
い
で
す
。

ノ
コ
で
、
い
ま
は
何
を
考
え
て
い
る
の
。

新
井
実
は
、
何
も
考
え
て
い
な
い
（
笑
）
。

ノ
コ
野
間
文
芸
新
人
賞
を
と
っ
た
か
ら
、
芥
川
賞
シ
ョ
ッ
ク
と

い
う
の
は
だ
い
ぶ
な
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
（
笑
）
。

新
井
お
か
げ
さ
ま
で
。
そ
れ
と
今
回
森
敦
さ
ん
が
『
我
往
く
も

の
の
如
く
』
で
野
間
文
芸
賞
を
お
取
り
に
な
っ
た
。

ノ
コ
す
ご
い
偶
然
だ
ね
。

新
井
こ
の
作
品
は
『
月
山
』
を
発
表
し
て
か
ら
加
年
振
り
に
書

い
た
、
一
種
の
大
河
小
説
で
、
登
場
人
物
が
何
十
人
も
出
て
く
る
。

日
本
の
小
説
は
、
音
楽
で
例
え
る
と
ソ
ロ
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
今

度
森
さ
ん
が
お
書
き
に
な
っ
た
の
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
的
な
作
品

な
ん
で
す
。
文
学
史
に
残
る
傑
作
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が
森
さ
ん
と

同
じ
日
に
受
賞
出
来
た
の
は
、
ご
縁
と
い
う
よ
り
他
な
い
で
す
ね
。

ノ
コ
し
か
し
、
嬉
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
昔
の
仲
間
が
だ
ん

だ
ん
偉
く
な
っ
て
い
く
の
は
ね
。
心
、
真
白
け
に
し
て
４
回
目
頑

張
っ
て
よ
。

新
井
い
や
あ
、
期
待
さ
れ
て
も
だ
め
な
ん
だ
よ
ね
。

ノ
コ
み
ん
な
期
待
し
な
い
か
ら
、
今
日
か
ら
神
戸
は
み
ん
な
ソ

ッ
ポ
向
く
か
ら
（
笑
）
。
そ
し
た
ら
、
来
年
の
今
ご
ろ
吉
報
が
…

新
井
ま
た
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
う
（
笑
）
。
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灘爵

中央区元町通３丁目７－９念( 3 3 1 ) 0 7 5 5 1代．
東灘区岡本１丁目5 - 5 ダイソービル内竃( 4 5 2 ) 0 5 7 0
中央区三宮町３丁目1 ０念( 3 3 1 ) ０７９６

「神戸っ子｣が
ハイカラ風味をお届けします

'8ﾜ･'8８ゆく年･くる年.うまさ実感｡｡｡･･･<早期予約サービス特典いろいろ〉
Ｌ

Ｐ

琵識命
ポテトとパイをミックスさせたハイカラなお菓子。

凸唱

Ａ
Ｒ

１
ｐ
１ 蝋

l 昼

~１１、- ノ錨
一

125

#綱藤蝋
綿？

④花遊コース6 , 5 0 0 円：

巻
もワ

二 政府登録・国際観光旅館

永募”魯但
神戸市中央区下山手通4 - 5 - 1 〔全但会館〕

市営地下鉄山手〈県庁前> 駅下車束出口2 番1 分
電話神戸0 7 8 ( 3 9 1 ) 3 8 3 8 ㈹

ポテトとパイをミックスさせたハイカラなお菓子。９個入りＹ1 , 0 0 0

港町のケーキグルメにカジュアノレスイートノ
メロウタイプの自然な甘さが心地よい。パステル
な色あいが楽しく、ワイルドなあじわいをパイが
引きたてます｡

繕鰯や

②満足コース9 , 0 0 0 円：
①荒磯コース8,4 0 0 F ,：

フレッシュバターとス
イートポテトのデュエ
ットは、いま新しいカ
ジュアルスイート。
港神戸のみなさまにお
菓子の二つ茶屋から心
をこめてお届けしますｃ

■Ｉ唾コースはﾉ鋼.州＋１１:I X M 1 (～2 : 0 0Ⅸ５掛様１１_上

その他､ かにの一品料理いろいろ承りますも

③大満足ｺｰｽ12,500円§

魁③
本店中央区
岡本店東灘区
工場中央区

↑鱈I ~ : 瞳: 蝿一m ．‐‐一‐ロー－空
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蒲生敏宏

wＪ

神戸市青少年会館
ボランティアリーダー

６
１
２
１
１

昭
和
六
十
年
の
会
館
リ
ー
ダ
ー
が
秋
行
事
を
従
来
の
バ
ス
ッ
ァ

ー
を
や
め
て
、
別
の
行
事
を
し
よ
う
と
考
え
た
の
が
夜
間
ハ
イ
ク

で
し
た
。
コ
ー
ス
を
考
え
た
と
き
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会

の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
と
い
う
案
が
で
ま
し
た
。
距
離
が

長
い
の
で
は
な
い
か
？
町
の
中
を
歩
く
よ
り
山
の
中
の
方
が
い

い
の
で
は
な
い
か
？
参
加
者
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
な
ど
意
見

が
で
ま
し
た
が
、
一
度
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ

の
年
の
ｎ
月
焔
日
（
土
）
ｌ
Ⅳ
日
（
日
）
に
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
１
１
７
名
。
参
加
者
に
と
て
も
好
評
で
、
来
年
も
と
い
う
声
が

多
か
っ
た
の
で
、
昨
年
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
ま

し
た
。
定
員
数
を
２
０
０
人
に
し
た
と
こ
ろ
が
申
し
込
み
開
始
日

の
午
前
中
に
定
員
を
越
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
定
員
３
０

０
名
で
参
加
を
呼
掛
け
た
と
こ
ろ
９
３
６
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
抽
選
で
３
６
８
名
の
人
を
選
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
は
三
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
よ
り
安
全
面
を
強
化
し

て
事
故
の
な
い
よ
う
に
少
し
早
め
に
企
画
し
ま
し
た
。
七
月
に
、

第
一
回
目
の
会
議
を
持
ち
、
当
日
ま
で
に
十
数
回
の
会
議
と
三
回

の
下
見
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
企
画
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
社
会
人

と
学
生
の
混
合
で
し
か
も
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
る
人
も
い
る
の

で
、
こ
の
行
事
に
か
か
り
っ
き
り
に
な
れ
ず
少
人
数
で
企
画
が
進

み
ま
し
た
。
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
会
館
リ
ー
ダ
ー
・
相
談

員
。
Ｏ
Ｂ
・
青
連
協
の
約
和
名
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

前
日
の
台
風
の
影
響
か
、
当
日
ま
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
０
０

名
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
の
日
頃
の
行
い
が
良
い
せ

い
か
、
い
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
に
説
明
と
注
意
と

準
備
体
操
を
し
て
２
６
８
名
が
歩
き
始
め
ま
し
た
。
先
頭
を
歩
く

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
風
邪
で
参
加
出
来
な
く
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
い

た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
舞
子
で
早
く
も
リ
タ
イ
ア
者
が
、
６
名

で
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
ま
で
で
合
計
印
名
の
リ
タ
イ
ア
者
が
で
ま
し

た
。
昨
年
の
３
倍
の
数
で
す
。
今
回
か
ら
抽
選
に
し
た
の
で
参
加

者
が
、
ど
こ
ま
で
歩
け
る
か
、
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い
う
人
が
増

え
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
完
歩
率
が
悪
か
っ
た
け
ど
、

無
事
に
行
事
が
終
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

函 函
みつどないとうぉ－

lＮＫＯＢＥ

鐸
〈

ＳＰＯ児ＴＳＥＳＳＡｙ⑫〃
ミッバナイトウオーク

ご〃ロロ

男

醗撚

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



§

：

内

:蕊 照

灘

一群瀞》鍔舗鶴録誇癖認識》癖舞鶴癖謹鐸癖蝉鍛》織識》識鐸癖蝉癖》》斜》露鐸鶴蝉蝉鉾趨躍識識蝉鍛識塞》率騨蝉癖蝿謹酔軸懲評癖蟻》鑑識鐸癖

＄

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



あとまち
鐘毘デｲﾅｰｿﾞ

ペアで2 0 0 組4 0 0 名様ご招待｡ ／

且

１
２８
１

口
元
町
通
信
ロ
ホ
ッ
ト
で
す
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
。

尾崎紀世彦と共に

４

☆日時／1 2 月2 2 日（火）開場6 : ００開演6 : 3 0 ～終了予定9 : ００
☆場所/ ' ホテルシエレナ２Ｆ神戸･ 元町6 丁目a O 7 8 - 3 7 1 - 3 3 3 3
☆ご招待／ペア2 0 0 組4 0 0 名様
☆ﾛ ﾗ ﾑ ／・尾崎紀世彦と共に

●豪華な賞品が当る抽選会e t c ．
●応募方法／お申し込み害を切り取り、郵送又は各丁備え付けの応募ＢＯＸに投函して下さい。
⑳応募資格／1 8 歳以上の方に限ります。
●ご応募が2 0 0 組を越えた場合は、抽選となりますのであらかじめご了承下さい。
③発表方法／発表はご招待券の発送をもってかえさせていただきます。
※２，０００円以上お買い上げの方に応募カードをお渡し致しております。関係者の応募はご遠慮下さい。

お問合せｒ元町グループ｣ｸ ﾘ ｽ ﾏ ｽデｲ ﾅ ｰ バー ﾃ ｲ (系
〒65O神戸市中央区元町3丁目13-1協和会館内容(078 ) 3 9 1 - 0 8 3 1
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☆
南
京
街
で
は
来
年
の
二
月
に

第
二
回
春
節
祭
を
予
定

今
年
二
月
韓
南
京
町
で
は
旧
正
月
を
祝
う
「
春
節

祭
」
を
催
し
た
が
、
こ
れ
が
予
想
を
遥
か
に
越
え
て

大
盛
況
裡
に
終
っ
た
。
そ
こ
で
、
来
年
も
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
大
枠
が
決
っ
た
。

日
程
は
来
年
の
二
月
十
八
日
（
木
）
か
ら
二
十
一
日

（
日
）
の
四
日
間
。
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

初
日
は
関
帝
廟
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、
獅
子
舞
ｌ
元
町
六
丁
目
か
ら
元
町
１
番
街
・
南

京
町
で
の
龍
踊
り
・
西
遊
記
パ
レ
ー
ド
ー
劇
団
四
紀

会
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
。
手
品
。
歌
、
少
林
寺

拳
法
ｌ
南
京
町
で
の
龍
踊
り
ｌ
中
国
舞
踊
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
だ
い
た
い

四
日
間
を
通
し
て
共
通
の
内
容
で
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
勿
論
、
予
定
で
あ
る
か

ら
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

現
在
、
地
元
南
京
町
の
商
店
サ
イ
ド
と
各
界
の
有

識
者
に
よ
る
春
節
祭
実
行
委
員
会
が
、
そ
の
プ
ラ
ン

を
詰
め
て
い
る
。

そ
の
プ
ラ
ン
の
中
に
は
、
爆
竹
の
篭
を
作
っ
て
雰

囲
気
を
盛
り
あ
げ
た
い
。
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
コ
ン
コ
ー
ス

に
中
国
獅
子
の
展
示
を
検
討
す
る
。
Ｊ
Ｒ
オ
レ
ン
ジ

ヵ
ー
ド
を
発
行
す
る
。
郵
便
局
が
切
手
台
帳
を
製
作

す
る
。
龍
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
な

ど
「
春
節
祭
」
を
確
り
上
げ
る
上
で
の
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
も
出
て
い
る
。

今
年
に
も
増
し
て
面
白
い
催
し
に
な
る
こ
と
は
、

間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

☆
「
中
突
堤
筋
」
の
愛
称
を
募
集

今
年
は
神
戸
開
港
一
二
○
年
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
や
神
戸
海
洋
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
、
元
町
界

隈
が
新
し
い
〃
顔
″
を
見
せ
始
め
た
。

そ
こ
で
中
突
堤
筋
周
辺
整
備
協
議
会
で
は
、
こ
う
い
っ

た
一
連
の
動
き
に
合
わ
せ
、
「
中
突
堤
筋
」
の
愛
称
を
一

般
か
ら
公
募
し
て
い
る
。

同
会
で
は
、
お
シ
ャ
レ
で
、
多
く
の
人
達
に
親
し
ま
れ

る
こ
れ
か
ら
の
元
町
・
中
突
堤
筋
に
ぴ
っ
た
り
の
名
前
を

決
め
、
こ
の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
た
い

と
の
意
向
だ
。

八
募
集
要
項
Ｖ

・
応
募
方
法
／
元
町
三
番
街
と
元
町
４
丁
目
を
分
け
る

「
中
突
堤
筋
」
（
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
Ｉ
Ｊ
Ｒ
）
の
愛
称

を
つ
く
り
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
ハ
ガ
キ
で
郵
送
ま
た
は
指
定
の
応
募
用
紙
を
備

え
つ
け
の
応
募
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
。

・
応
募
資
格
／
一
切
問
わ
な
い
。

・
受
付
期
間
／
十
一
月
十
九
日
（
木
）
’
十
二
月
十
日
（
木
）

官
製
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
十
二
月
十
一
日
消
印
有
効

・
発
表
／
十
二
月
十
五
日
（
火
）
直
接
本
人
に
通
知
。

・
懸
賞
／
採
用
作
（
１
名
）
十
万
円

佳
作
（
３
名
）
元
町
商
店
街
か
ら
の
提
供
商
品

（
い
ず
れ
も
該
当
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
決
定
）

・
贈
呈
式
／
十
二
月
二
十
二
日
（
火
）
於
ホ
テ
ル
シ
ェ
レ
ナ

・
著
作
権
／
賞
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
の
著
作
権
は
中
突

堤
筋
周
辺
整
備
協
議
会
に
帰
属
す
る
。

・
応
募
・
問
合
せ
先
／
〒
剛
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
三
’

一
三
’
一
面
皿
１
０
８
３
１
協
和
会
館
内
「
中
突

堤
筋
愛
称
募
集
」
係
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鍾
識
鶴

カ
タ
ン
、
カ
タ
ン
と
い
う
音
が
川
曲
に
流
れ
る
。
美
し

い
色
彩
り
の
織
物
が
で
き
上
っ
て
い
く
。
一
生
懸
命
に
織

機
に
取
り
く
ん
で
い
る
障
審
を
も
っ
た
人
た
ち
の
表
情
は

明
る
く
楽
し
そ
う
だ
》

明
舞
８
ミ
リ
映
凹
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
半
年
が

か
り
で
取
り
く
ん
だ
「
夢
織
る
さ
を
り
織
り
」
が
こ
の
加

月
に
完
成
し
た
。
垂
水
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
撮
影
を
始
め
た
の
は
今

年
の
三
月
。
映
画
の
主
人
公
で
あ
る
鈴
木
洋
子
さ
ん
が
文

化
ホ
ー
ル
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
エ
レ
ク
ト
ー

ン
を
演
奏
し
て
い
る
場
面
か
ら
撮
影
が
ス
タ
ー
ト
し
、
映

画
も
こ
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。
洋
子
さ
ん
は
ダ
ウ
ン
症
と

い
う
障
害
を
も
ち
、
「
あ
ぶ
あ
ぶ
あ
」
と
い
う
障
害
者
た

ち
の
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
母
親
の
鈴
木
都

さ
ん
は
娘
の
洋
子
さ
ん
と
共
に
障
害
を
も
つ
青
年
た
ち
に

仲
間
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
さ
を
り
織
り
を
指
導
し
て
お

り
今
回
の
映
画
は
、
鈴
木
さ
ん
親
子
を
中
心
に
、
さ
を
り

織
り
を
通
し
て
障
害
者
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
描

い
て
い
る
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
く
す
の
木
グ
ル
ー
プ
」

の
広
田
恭
子
さ
ん
が
担
当
し
た
。

映
画
は
垂
水
区
の
「
ホ
ー
ム
塩
屋
」
で
作
品
を
織
っ
て

い
る
場
面
、
精
神
薄
弱
者
通
所
施
設
「
神
戸
光
生
園
」
で

篭

園
生
た
ち
が
織
物
に
と
り
く
ん
で
い
る
姿
、
織
り
上
っ
た

さ
を
り
織
り
を
仕
立
て
て
販
売
し
て
い
る
北
野
町
の
ブ
テ

ィ
ッ
ク
「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
」
の
店
内
の
風
景
、
な
ど
が
季

節
の
花
々
と
と
も
に
カ
ラ
フ
ル
に
展
開
し
て
い
く
。

明
舞
８
ミ
リ
映
画
同
好
会
は
結
成
さ
れ
て
ｎ
年
め
で
、

毎
年
会
員
た
ち
が
撮
影
し
た
作
品
の
映
写
会
を
し
て
お
り

こ
れ
ま
で
の
加
回
の
映
写
会
で
一
一
六
本
の
作
品
を
上
映

し
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
三
分
の
一
の
配
本
が
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
会
長
の
本
田
裕
信
さ
ん
は
「
織
っ
て

い
る
人
の
楽
し
さ
や
ふ
れ
合
い
を
大
事
に
し
て
表
現
し
た

翻
譲●

鶴

軸
凹

▼

蔦

１
１３０
１

明舞８ミリ映画同好会会長の本田裕信さん

識
鱗

Ｐ 蕊Ｉ

鈴木さんたち〔中央）を囲んだ同好会の
みなさん。右から２番めはナレーターを
担当した広田さん

騨鰯
☆神戸を福祉の街に< 1 6 8 ＞

見
て
く
だ
さ
い

８
ミ
リ
映
画

「
夢
織
る
さ
を
ｈ
一
織
り
」

蕊橋本明
く
織
趣
雛
卦
鐸
塞
鑑
識
〉
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入
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
た
。
そ
し
て
障
害
者
な
ら
で

は
の
素
晴
し
い
配
色
の
作
品
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
、

と
い
う
。

「
障
害
者
は
季
節
や
自
然
と
い
っ
し
ょ
に
生
き
て
い
る
ん

で
す
ね
。
季
節
感
な
ど
を
私
た
ち
よ
り
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し

て
、
さ
を
り
織
り
の
な
か
．
＃
表
現
し
て
い
く
ん
で
す
よ
」

と
鈴
木
都
さ
ん
は
日
頃
さ
を
り
織
り
を
教
え
て
い
る
体

験
か
ら
、
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
の
感
性
の
高
さ
、

色
彩
感
覚
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う

だ
。

「
そ
れ
に
、
神
戸
の
街
に
さ
を
り
織
り
は
よ
く
合
っ
て

い
る
」
と
感
じ
て
い
る
。

鈴
木
さ
ん
親
子
は
十
一
月
三
日
’
八
日
に
「
画
廊
ひ
こ

ば
え
」
で
三
Ｍ
め
の
「
さ
を
り
織
り
親
子
展
」
を
開
い

た
。

か
つ
た
。
そ
し
て
親
子
が
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
さ
を

り
織
り
を
教
え
て
い
く
姿
を
描
き
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

「
明
る
い
表
情
が
撮
れ
ま
し
た
け
れ
ど
、
時
間
が
な
く
て

残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、
洋
子
さ
ん
が
大
好
き
な
チ
ェ
ッ
カ

ー
ズ
に
、
洋
子
さ
ん
が
織
っ
た
さ
を
り
織
り
を
着
せ
て
あ

げ
る
と
い
う
洋
子
さ
ん
の
夢
を
か
な
え
て
あ
げ
る
場
面
を

撮
れ
な
か
っ
た
こ
と
」
と
本
田
さ
ん
は
そ
れ
が
唯
一
の
心

残
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
会
話
が
な
く
、
カ
タ
ン
、
カ
タ
ン
と
い
う
音
だ
け
な
の

で
見
て
下
さ
る
人
に
退
屈
さ
れ
な
い
か
と
心
配
し
た
」
そ

う
だ
が
、
試
写
会
後
の
参
加
者
の
感
想
で
は
そ
ん
な
心
配

は
取
り
越
し
苦
労
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

さ
を
り
織
り
は
今
大
変
な
人
気
で
、
毎
年
習
う
人
が
増

え
て
い
る
。
操
作
が
簡
単
な
の
で
誰
で
も
お
ぼ
え
ら
れ
る

し
、
自
由
に
織
れ
る
の
で
障
害
者
の
施
設
で
も
織
機
を
購

@塁鑑識 蕊

１
１３
１

：1箪溌蕊
鍵

蕊

こ
の
映
画
が
、
さ
を
り

織
り
へ
の
関
心
を
ひ
ろ

げ
、
障
害
者
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
同
好
会
の
メ
ン
バ

ー
や
関
係
者
は
願
っ
て
い

る
。映

阿
は
ビ
デ
オ
に
し
て

希
望
者
に
貸
し
出
し
を
し

て
い
る
。

■
一
」
の
映
画
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
へ
・

神
戸
市
垂
水
区
平
磯
四
丁
目
五
’
一

垂
水
区
社
会
福
祉
鰭
議
会

電
話
七
○
七
’
三
○
四
四

霞

望召

上／親子展の会場にて鈴木さん親子
下／小学生にさをり織りを指導する鈴木都さん
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